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54th  Festival Theme 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、規模を縮小して、また、開催を延期しての実

施でした。それでも、度重なる予定変更にも負けず、３年生（生徒会）を中心に、工夫

をこらした、素晴らしい茜祭になりました。 

多様性を大切にして、それぞれの個性で色を重ねCOLORFULなCANVASを創り

上げる。そんな想いをこめて決めた茜祭テーマのもと、全校一人ひとりの個性があふれ

出る茜祭でした。 

残念ながら、今年度も保護者の方の来校を制限し、地域の方をお招きすることは出来

ませんでしたので、ここに「茜祭SP号」として、その様子をお知らせします。 

 

                                     映像ありダンスありの開祭式です。  

生徒会長の開祭宣言で、第５４回茜祭が幕を開けました。                                     

 

 

 

 

 

 

 

                              各学年が総合的な学習の時間で取り組んできた内容を発表しました。                      

                                                  学年それぞれの歩みが興味深くまとめられました。 

 

 

 

 

 

 

                                          有志団体による発表です。ピアノ連弾、ダンス、漫才 等。 

                                           自分の殻を破って挑戦する生徒の姿に元気をもらいました。                                 

 

 

 

 

 

 

 

                         吹奏楽部の演奏で華々しく始まった音楽会。 

                 コロナ禍で十分な練習ができなかったものの、一生懸命歌う姿は聴く人達に感動をくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年10月14日（金） 
担当：棚橋秀光（教頭） 

 阿南町立阿南第一中学校 学校だより  

令和４年度茜祭SP号 

開 祭 式 

茜ステージ 

学年総合中間発表 

音楽会 



 

                                              雨のために急遽会場を体育館にうつしました。 

                                                競技種目がかわっても、協力して楽しく出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

                校舎中に学習の様子が分かる様々な力作が並びました。友だちの作品を興味深く見学します。 

                   地域の方に出品いただいた地域展コーナーも盛況。阿南町美術館巡回展示も設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

                       生徒自身が意見をまとめ、発表します。テーマは「あいさつ」「環境問題」等様々。 

中には、原稿を書かず、タブレット画面に残したメモをみてスピーチした生徒もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

SDGｓからヒントを得て、今年の生徒会が年度の初めに考えた一中Gｓ。 

目標を具体的にして進めた活動の様子を、委員会毎に発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   茜祭が終わる寂しさと、「やりきった！」という充実感に包まれた閉祭式。 

「自分らしさ」の色を重ねたCOLORFULな CANVASは、また白に戻って新しい一日が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜保護者の皆様・地域の皆様へ＞ 
新型コロナ対応で、保護者や地域の皆様にはご来校を制限させていただきました

が、日頃からの多大なるお力添えのおかげで、無事に今年度の茜祭を行うことが出
来ました。ありがとうございました。 
 開催直前に、感染の状況が悪化し、期日を延期するような中でも、子どもたちは
３年生を中心に本当に素晴らしい茜祭を創り上げました。一中生の頑張りを誇りに
感じるとともに、保護者の皆様、地域の皆様のお支えがあってのことと心より感謝
いたします。 
 令和４年度もちょうど半分が終わり、登校日数ちょうど１００日。それぞれの学
年が、次のステップに向けて大きく飛躍していけるよう、職員一同さらに生徒と共
に取り組んで参りたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 
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